
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

９
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
小
林
正
樹
委
員

長
）
に
付
託
し
、
９
月
15
日
、
22
日

の
計
２
回
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
の
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

要
す
る
経
費
」（
５
億
８
千
289
万
千

円
）、小
金
井
市
商
工
会
が
実
施
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
す

る
た
め
の
「
商
工
振
興
に
要
す
る
経

費
」（
１
億
６
千
440
万
円
）、
定
員
が

充
足
し
な
い
施
設
に
対
し
、
運
営
の

安
定
化
支
援
の
た
め
の
補
助
金
を
交

付
す
る
「
民
間
保
育
所
助
成
に
要
す

る
経
費
」（
６
千
158
万
３
千
円
）、
障

害
福
祉
事
業
所
及
び
介
護
事
業
所
に

対
し
、
物
価
高
騰
対
策
事
業
継
続
支

援
金
を
交
付
す
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す
る
経
費
」

（
５
千
19
万
９
千
円
）、
コ
ミ
ュ
ニ

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

公
明
党
は
緊
急
要
望
に
て
、
国
の

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
等
を
有
効
に

活
用
し
、
速
や
か
な
生
活
者
支
援
・

事
業
者
支
援
の
実
施
を
求
め
て
き
た
。

物
価
高
騰
対
策
で
は
、
障
害
者
福
祉

事
業
所
・
介
護
事
業
所
、
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
を
含
む
保
育
施
設
へ

の
食
材
費
・
光
熱
費
・
燃
料
代
等
の

補
助
を
計
上
。
商
工
会
が
実
施
す
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
25
％
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
や
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
助
成
で
は
償
還
払
い
が
実

現
。
本
補
正
予
算
に
は
、
厳
し
い
市

民
生
活
や
事
業
者
に
必
要
な
予
算
が
、

多
数
反
映
さ
れ
て
お
り
賛
成
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）
�

 

片
山
か
お
る
（
市
民
カ
エ
ル
）

幾
度
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
、

身
体
へ
の
影
響
を
考
え
、
予
防
接
種

行
政
を
見
直
す
べ
き
。
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
を
任
意
接
種
し
た
方
へ
の

接
種
費
助
成
と
い
っ
た
手
厚
い
補
償

は
予
防
接
種
行
政
の
中
で
も
な
か
っ

た
。
広
く
宣
伝
す
る
こ
と
で
、
子
宮

頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧

奨
に
つ
な
が
る
。
民
間
保
育
所
の
０

歳
児
欠
員
へ
の
補
助
金
は
、
人
件
費

比
率
に
一
定
の
基
準
を
設
け
る
べ
き

だ
。
人
件
費
比
率
が
低
く
保
育
者
の

労
働
環
境
を
保
証
で
き
な
い
と
、
市

の
す
こ
や
か
保
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
記
載

し
た
保
育
の
質
の
向
上
か
ら
外
れ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

本
予
算
に
は
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
事
業
の
拡
大
等
、
提
案
し
て
き

た
事
業
が
含
ま
れ
、
賛
成
す
る
。
民

間
保
育
所
等
児
童
欠
員
対
策
補
助
金

に
つ
い
て
は
市
民
や
事
業
者
の
関
心

も
高
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
他
市
で
は

実
施
し
て
い
る
民
間
事
業
者
へ
の
指

導
・
監
督
を
本
市
も
積
極
的
に
行
う

等
、
そ
の
経
営
状
態
を
適
切
に
把
握

し
、
保
育
の
質
が
維
持
・
向
上
す
る

た
め
の
動
き
を
強
め
る
よ
う
求
め
る
。

ま
た
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
丁
寧
に
行
う
等
、
本
制
度
の

運
用
に
当
た
っ
て
は
、
よ
り
適
切
な

内
容
と
な
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

日
本
共
産
党
が
申
入
れ
な
ど
で
繰

り
返
し
求
め
て
き
た
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
体
制
強
化
、
保
育
所
の
欠
員
対
策

補
助
、
障
害
・
介
護
・
保
育
施
設
へ

の
物
価
高
騰
対
策
補
助
な
ど
、
市
民

生
活
や
事
業
所
を
支
援
す
る
内
容
が

あ
り
賛
成
す
る
。
た
だ
し
、
令
和
３

９
月
２
日
の
本
会
議
に
お
い
て
総

務
企
画
委
員
会
（
湯
沢
綾
子
委
員

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

職
員
給
与
は
民
間
準
拠
が
大
原
則

で
あ
る
。
現
状
、
民
間
企
業
に
お
い

て
は
、
65
歳
ま
で
の
正
規
雇
用
の
保

障
、
60
歳
時
点
の
給
与
の
７
割
を
65

歳
ま
で
保
障
な
ど
は
一
般
的
で
な
く
、

民
間
準
拠
の
原
則
を
逸
脱
す
る
。
定

年
延
長
に
よ
る
財
政
負
担
は
、
10
年

間
で
13
億
円
も
の
巨
額
と
な
る
。
小

金
井
市
の
財
政
状
況
は
、
近
隣
市
や

類
似
市
に
比
べ
て
厳
し
い
。
市
民
の

税
金
を
「
山
分
け
」
す
る
が
ご
と
き

本
条
例
案
は
、
民
間
を
置
き
去
り
に

し
て
「
官
」
独
自
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
を
構
築
す
る
も
の
で
、
市
民
の

理
解
は
到
底
得
ら
れ
な
い
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

賛
成
に
当
た
り
、
次
の
こ
と
を
要

望
す
る
。
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

徹
底
的
に
投
資
し
、
自
主
的
に
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
制
度
の
活
用
を
促
進

す
る
こ
と
。
ま
た
、
職
員
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
に
抜
本
的
に
力
を
入
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。
小
金
井
市
役
所

が
真
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
合
言
葉

に
、
組
織
の
再
活
性
化
、
組
織
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
手
本
と
な
る
た
め
に
、
こ
の
定

年
延
長
の
導
入
に
当
た
り
、
人
材
育

成
基
本
方
針
の
改
訂
や
見
直
し
等
も

含
め
た
組
織
活
性
の
た
め
の
抜
本
的

な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
要
望
す
る
。

賛　否　が　分　か　れ　た　も　の

第
3
回
定
例
会

令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ５ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決
令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ６ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ６ 回）に対する修正案（議員提案） × × × × × × × 議× ○ ○ ○ × × × × × × × ○ × × × 即 否　決
小金井市個人番号の利用並びに特定個人情報の利用及び提供に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 総 原案可決
小金井市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 総 原案可決
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 総 原案可決
小金井市職員退職手当支給条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 総 原案可決
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 総 原案可決
令和 ４ 年 ９ 月に小金井市長に支給する給料の特例に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決
令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ７ 回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決
固定資産評価審査委員会委員の選任に関し同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 同　意

人権擁護委員候補者の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 異議ない旨
の意見提出

小金井市立保育園条例の一部を改正する条例 専決処分により議決不要
専決処分の報告及び承認について（小金井市立保育園条例の一部を改正する条例） × × × × × × × 議○ × × × × × × × × × ○ × × × × 即 不承認

専決処分の報告及び承認について（小金井市立保育園条例の一部を改正する条例）について委員会
付託を省略し即決を求める動議（議員提案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 即 可　決

第
１
回

臨
時
会

小金井市議会議員及び小金井市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条
例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 即 原案可決

○：賛成 ×：反対 △：退席 －：欠席（病気療養） 議：議長（原則、採決には加わらず） 議
　
決
　
結
　
果

自 み 共 公 お 市 会 情 ネ 気 緑
付
　
託
　
先

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　　予：予算特別委員会

全　会　一　致　と　な　っ　た　も　の

第
3
回
定
例
会

小金井市長期計画審議会条例の一部を改正する条例、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行等に伴う関係条例の整備に関する条例 総 原案可決
小金井市乳幼児の医療費の助成に関する条例及び小金井市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 厚 原案可決
市道路線の認定について、市道路線の変更について 建 可　決
湖南衛生組合を組織する地方公共団体の数の増加及び湖南衛生組合規約の変更について 建 原案可決
令和 ４ 年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第 ２ 回）、令和 ４ 年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第 １ 回）、令和 ４ 年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 １ 回） 予 原案可決
小金井市清掃関連施設（資源物処理施設）整備工事請負変更契約について 即 可　決
小金井市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例、令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ８ 回） 即 原案可決
市長の退職の期日に関する同意について 即 同　意
小金井市長期計画審議会条例の一部を改正する条例の訂正、小金井市公立保育園の在り方検討委員会設置条例の訂正（議員提案）、小金井市立中学校給食費補助金の交付に関する条例の
訂正（議員提案） 即 承　認

第
１
回

臨
時
会

令和 ４ 年度小金井市一般会計補正予算（第 ９ 回） 即 原案可決

長
）
に
付
託
し
、
９
月
14
日
及
び
26

日
の
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
地
方
公
務
員
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
等
を
踏

ま
え
、
職
員
の
定
年
年
齢
を
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
管
理
監
督
職
勤
務

上
限
年
齢
制
及
び
定
年
前
再
任
用
短

時
間
勤
務
制
を
導
入
す
る
ほ
か
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

10
月
７
日
の
本
会
議
で
は
、起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
９

月
29
日
か
ら
５
日
間
の
日
程
で
決
算

認
定
議
案
５
件
の
審
査
を
行
う
予
定

で
し
た
が
、
市
長
が
「
市
立
保
育
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」を

専
決
処
分
し
た
こ
と
に
伴
い
、
委
員

会
を
中
断
し
、
急
遽
、
専
決
処
分
に

つ
い
て
の
全
員
協
議
会
を
９
月
30
日

か
ら
３
日
間
開
催
し
ま
し
た
。そ
の

た
め
、
委
員
会
で
の
審
査
を
再
開
で

き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
議
案
５

件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

テ
ィ
バ
ス
の
再
編
や
利
用
促
進
の
た

め
の
「
公
共
交
通
施
策
に
要
す
る
経

費
」（
２
千
52
万
千
円
）
な
ど
で
す
。

９
月
15
日
の
委
員
会
で
は
、
渡
辺

（
大
）
委
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
22
日
の
委
員
会
で
は
否
決
し
た

後
、
原
案
に
つ
い
て
起
立
採
決
の
結

果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

９
月
28
日
の
本
会
議
で
は
、
渡
辺

（
大
）
議
員
ほ
か
１
名
か
ら
、
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
否
決
し
た
後
、
原

案
に
つ
い
て
採
決
を
行
い
、
起
立
採

決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

年
度
は
18
億
円
の
黒
字
と
な
っ
た
が
、

こ
れ
を
よ
り
市
民
生
活
支
援
に
活
用

す
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た
、
財
政

調
整
基
金
へ
の
積
立
て
が
７
・
８
億

円
あ
る
が
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に

対
応
す
る
た
め
の
計
画
的
な
財
政
運

営
を
示
す
こ
と
を
求
め
る
。

【会派略称】 自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

審
議
し
た
主
な
議
案

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
4
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
6
回
）

令
和
３
年
度
決
算
の
認
定

に
つ
い
て
（
継
続
審
査
）
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